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冬季日本海に おける気団変質と SST の影響
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1．は じめに

　 日本 の 日本海側 は，冬季 モ ン ス
ー

ン の 影響を強 く受

け，世界 で も稀 に み る豪雪地帯で ある．こ れは，大陸

で発達 したシベ リ ア高気圧か ら吹き出す寒気 が ，日 本

海上 で 気団変質を経て 暖か い海面か ら顕熱と潜熱 を

取 り込むこ と で もた らされる．1970 年代に は，東シ

ナ海に おける気団変質観測が行われ，海上における熱

収支の 調査が行われ た，数値モ デ ル を用 い た様々 なシ

ミ ュ レーシ ョ ン が可能に な っ た現在，日本海側沿岸 の

積雪に 及ぼす気団変質や，海面水温 （SST）が気団変

質 に 及ぼす影響に つ い て解析するこ とは ，大変有意義

で ある と考え られ る．本研究で は，日本海沿 岸 に豪雪

をもた らす空気塊の気団変質と，海面水温が与える影

響に つ い て 領域気候 モ デル を用 い て 詳 し く調 べ る こ

とを目的 とする，

2．使用モ デル と手法

　使用 した領域 気候 モ デル は NHRCM で あ り，3 段 ネ

ス テ ィ ン グに よるダウ ン ス ケ
ー

リン グを行 っ た ．水平

格子間隔は第
一
領域が 54km，第 2 領域 18　km，第 3

領域 45km で ある （図 1）．全領 域で 雲微物理過程と対

流 パ ラ メ タ リゼー
シ ョ ン を併用 した．陸面 モデル に は

SiB を用 い た ．　 JRA −25 再解析データに ネス テ ィ ン グ

し，SST も再解析データか ら与え る．実験は特に積雪

の 多か っ た 2005／2006 年冬季を対象に行う．前年の 8

月 1 日 を初期値として，翌年 6 月 1日ま で実験 を行 う．

また ，SST 感度実験の ため に OISST も使用 した．
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図 1： 計算領域 と地形．灰色 の枠は側面緩衝

領域を示す．
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3．結果

　4．5km解像度の領域モ デ ル の 結果を観測 と比較 した

と こ ろ，モ デル は気温 の 時間変化 を概ねよ く再現 して

い た．降水量，積雪量に つ い て は沿岸部で 過小評価 ，

内陸で 過大評価 して い る．各地 の 積雪深はイベ ン ト時

に急増する傾向が見 られた．典型的な事例 として ，津

南における 1 日の 積雪深増加量が 30cm 以上の 日が数

日続い た 2005 年 12月 13− 14 日 を対象に 降水 と海上

の 場 を調べ た．期間中は 冬型が持続 して お り，上空 に

は寒気が南下 して い た ．日本海上 で は，大陸か らの 吹

き出 しに伴 っ て収束線が形成されて い た．収束線上 で

は海面 か らの 潜熱と顕熱の 供給に よ っ て 陸に近づ く

ほど気温 と水蒸気量が増加して い た．

　SST の 感度 を調べ るた め に，0［SST を使用 した感度

実験 を行 っ た．OISST は JRA よ りも高解像度 （0．25°

）

で ある．期間中の OISST は，　 JRA−25 と比較 して 沖 で

温度が低 く，沿岸域 で は高い．OISST を使用 した実験

で は，収束帯はわずか に 南 下 し，多くの 地域 で 降水 の

減少が確認 され た （図 2）．収束線上 の エ ネル ギー解

析か ら，空気塊が吹走する海上 に おける SST が ，陸

上 の 降水量 に 大 き く寄与 して い る こ とが示唆 され た，

当 日 は 201112012年冬季の 結果に つ い て も報告する予

定 で ある．
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　図 2：01SST を使用 した実験 の 2005年 12月 13−14

　日 平均 に おける（a）850hPa における水蒸気 フ ラ ッ

　ク ス の 収束 （陰影） と SST 分布 （等値線），（b）

　降水量分布 （陰影）とボーエ ン 比 （等値線〉．
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